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平
成
二
十
七
年
八
月
三
日 

 

編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
字
以
内
の
景
観
に 

関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

 
 

 

「池子の池」  絵 木下俊延 

向
か
う
。
１
年
間
、
月
に
一
度
ハ
ン
ド
ル
を
握
り
通
っ

た
コ
ー
ス
だ
。
若
葉
の
こ
ろ
、
桜
の
こ
ろ
、
紅
葉
の
こ

ろ
、
雪
の
舞
い
散
る
こ
ろ
・
・
・
季
節
の
移
ろ
い
も
楽

し
め
た
道
中
だ
。
踏
切
を
超
え
る
と
外
国
圏
が
近
隣
す

る
不
思
議
な
場
所
だ
。
そ
し
て
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
の
ハ

イ
ビ
ス
カ
ス
が
艶
や
か
な
湘
南
ビ
ー
チ
F

M
の
本
社

が
あ
る
。
地
域
の
情
報
、
音
楽
を
電
波
に
の
せ
海
外
に

も
発
信
し
て
い
る
。
ご
好
意
で
食
品
会
社
の
ラ
ジ
オ
番

組
に
出
演
さ
せ
て
い
た
だ
き
「
お
口
の
話
」
を
発
信
し

た
。 

 

仕
事
絡
み
で
始
め
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
高
齢
者
サ
ロ

ン
を
訪
ね
て
「
口
腔
ケ
ア
」
の
啓
発
活
動
を
し
て
い
る
。

も
う
少
し
広
め
た
い
と
ビ
ー
チ
F

M
の
扉
を
叩
い

た
。
扉
は
開
か
れ
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
い
た
。 

 

逗
子
い
る
か
児
童
合
唱
団
の
協
力
を
得
て
「
お
口
の

体
操
」
の
歌
も
出
来
上
が
っ
た
。
歯
科
医
院
の
院
長
と

二
人
リ
ズ
ム
に
の
り
、
オ
ン
エ
ア
中
の
ス
タ
ジ
オ
で
踊

っ
た
の
も
楽
し
い
思
い
出
だ
。
池
子
で
繋
が
っ
た
多
く

の
出
会
い
と
ご
好
意
に
感
謝
す
る
。 

「
池
子
は
宇
宙 

全
て
を
包
む
」 

 

葉
桜
団
地
を
越
え
慎
重
に
ブ
レ
ー
キ
を
踏
み
坂
道

を
下
る
。
第
一
運
動
公
園
を
左
手
に
池
子
十
字
路
へ

 

池
子
は
森
に
繋
が
る
・
・
・
森
は
海
に
繋
が
る
。
そ

し
て
恵
み
豊
か
な
自
然
に
人
が
集
い
繋
が
る
。 

 

宮
國 

恵
子 

「ハイビスカスが咲く湘南ビーチ FM」 絵 田野倉富夫 



 

 

   

 

 
 

瓦版の編集担当は 逗子市環境都市部まちづくり課 

電話：046-873-1111  FAX：046-873-4520  

Mail：machi@city.zushi.kanagawa.jp 

 
 

 

☆瓦版のバックナンバーは逗子市庁舎一階、まちづくり課窓口、市民交流センターに配架しています。 

 逗子市ＨＰ、逗子の景観まちづくりフェイスブックにもアップしていますのでご覧ください。 

瓦版に掲載する 
逗子の景観コラム、 
イラスト募集中！！ 

逗子の景観まちづくり 

クリック！ 
検索 

逗逗子子のの景景観観をを考考ええるる vvooll..1122  

      
  
この夏、逗子海岸に黄色のビブス（ベスト）を着た人たちがいることにお気づきでしょうか。彼らはごみ

の分別をナビゲートしている NPO iPledge（アイプレッジ）のボランティアスタッフ。7月 20 日の海の日、

8月 10 日～16 日、7 月 12 日から 8月末までの毎週末に活動しています。iPledge が掲げる「逗子海岸クリ

ーン＆ピースプロジェクト」とはどのようなものなのか、プロジェクトの代表である濱中聡史さんにお話を

うかがいました。 

「私たちは野外の音楽フェスなどでごみを切り口に環境問題を考えようという団体です。私たちの活動を知

った逗子海岸営業協同組合の方から声をかけていただいて、この夏、逗子海岸でもごみゼロナビゲーション

を始めることになりました」 

 ボランティアスタッフは大学生を中心に、下は中学生から社会人まで。ウェブ上で募集して、1 日 10 人

から 15 人、のべ約 250 人が参加しているそうです。海岸の中央のエコステーションのごみ箱には、「燃える

ごみ」「缶」「瓶」「ペットボトル」と書かれており、ごみを持ってきた人に分別するようナビゲート（案内）

し、リサイクルへとつなげています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ごみをゼロにするボランティアというと、ごみ拾いのイメージがあるかもしれません。でも私たちはご

みを拾わないのがポリシー。ごみを捨てに来た人に、ごみの分別を呼びかけます。自分の出すごみに責任を

持ってもらいたいからです」（濱中さん） 

 野外フェスと違い、ごみが海に流れていっては困るので必要に応じてごみ拾いや清掃もしますが、その場

合も海岸を訪れた人といっしょにイベントとして楽しめるごみ拾いにしたいそうです。 

 逗子海岸が日本一クリーンな海岸になることを目指しているというごみゼロナビゲーション。「でもそこ

だけをきれいにすることが目的ではなく、訪れた人が自分のごみを分別して捨てたという意識を日常生活に

持ち帰ることで、身の周りの環境にも目を向けてもらいたいと思います」（濱中さん） 

  景観を考えるには、まず自分の周りをきれいにすることから始めるといいと言われています。逗子海岸で

の取り組みが、訪れる人のマナーや意識の向上につながり、まち全体の景観を考えるきっかけなるといいで

すね。 

☀ボランティアの募集、活動などはごみゼロナビゲーションのホームページで http://www.gomizero.org/    

☁問い合わせは  vo@gomizero.org 

逗逗子子海海岸岸をを日日本本一一  

ききれれいいななビビーーチチににししよようう！！  

NPO iPledge  

濱中
はまなか

聡史
さ と し

さんに聞く 

 

「ナビゲートする

ことで来場者もス

ムーズにごみを分

別」 

 

「右が濱中聡史

さん、左はスタ

ッフの諸根知さ

ん」 

mailto:machi@city.zushi.kanagawa.jp
mailto:https://www.facebook.com/zushiscape

